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問
危
害
分
析
・
重
要
管
理
点

方
式
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、

営
業
者
は
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
る
の
か
。

答
従
来
の
抜
き
取
り
検
査
に

よ
る
衛
生
管
理
に
比
べ
、
よ

り
効
果
的
に
問
題
の
あ
る
製

品
の
出
荷
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、

原
因
の
追
究
が
容
易
に
な
る
。

一
方
、
必
要
な
教
育
・
訓
練

を
受
け
た
従
業
員
に
よ
る
衛

生
管
理
を
行
う
こ
と
や
書
類

の
作
成
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う

計
器
導
入
の
初
期
投
資
が
か

か
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

問
営
業
者
が
危
害
分
析
・
重

要
管
理
点
方
式
を
導
入
し
た

際
、
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ

ッ
ト
と
は
何
か
。

答
食
中
毒
の
発
生
を
効
果
的

問
工
期
の
延
長
を
46
日
間
と

し
て
い
る
が
、
工
期
延
長
の

要
因
は
何
か
？

答
主
な
要
因
は
、
平
成
26
年

12
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
行
わ
れ
た
際
に
、
一
部
作

生
じ
た
要
因
で
あ
る
。

問
「
居
な
が
ら
工
法
」
の
た

め
、
今
後
も
内
部
工
事
が
主

と
成
り
作
業
効
率
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
が
こ
れ
以
上
工

期
が
延
び
る
事
は
無
い
の
か
。

答
工
期
の
延
長
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
工
事

問
駅
橋
上
化
施
設
の
概
要
は
。

答
自
由
通
路
と
鉄
骨
造
２
階

建
て
の
駅
舎
を
一
体
的
に
整

備
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

昇
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
及
び

ト
イ
レ
を
設
置
予
定
で
あ
り
、

新
た
な
駅
舎
の
位
置
は
、
川

越
駅
寄
り
に
約
１
０
０
ｍ
移

動
し
た
計
画
で
あ
る
。

問
駅
橋
上
化
、
周
辺
道
路
等

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
駅
整
備
は
平
成
27
年
度
か

ら
３
ヶ
年
で
計
画
し
、
周
辺

道
路
は
、
今
年
度
に
新
河
岸

駅
東
口
駅
前
通
り
線
、
平
成

28
年
度
に
新
河
岸
駅
前
通
り

線
、
平
成
29
年
度
に
東
西
駅

前
広
場
を
整
備
予
定
で
あ
る
。

問
駅
橋
上
化
に
あ
た
り
新
河

問
選
定
委
員
会
へ
の
女
性
委

員
の
選
任
を
考
え
て
い
る
か
。

答
積
極
的
に
女
性
委
員
を
選

任
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

問
委
員
会
の
設
置
及
び
事
業

者
募
集
か
ら
選
定
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
本
条
例
の
可
決
後
、
委
員

を
選
定
の
上
、
委
員
会
を
設

置
し
た
い
。
そ
の
後
、
本
年

度
内
に
事
業
者
を
選
定
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
、
事
業

者
公
募
を
行
い
、
委
員
会
に

答
平
成
29
年
度
に
消
費
税
が

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
時
に
は
、
さ
ら
な
る

軽
減
と
し
て
、
保
険
料
第
１

段
階
か
ら
、
第
３
段
階
の
基

は
。

答
踏
切
周
辺
は
、
昨
年
度
の

五
叉
路
解
消
と
歩
行
者
空
間

整
備
に
続
き
、
地
権
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
安
全
対
策
を

講
じ
、
地
下
道
は
、
通
学
路

と
し
て
の
利
用
状
況
を
考
慮

し
て
今
後
も
利
用
し
て
い
く
。

問
橋
上
駅
舎
化
が
次
に
考
え

ら
れ
る
南
古
谷
駅
の
現
状
ま

で
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
新
河
岸
駅
等
の
大
規
模
事

業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
事
業
推
進
を
図
れ
る

よ
う
、
今
年
度
は
駅
北
側
の

測
量
調
査
等
を
実
施
し
、
課

題
の
解
決
に
向
け
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

問
駅
の
橋
上
化
に
当
り
ホ
ー

ム
ド
ア
の
整
備
は
。

答
国
の
方
針
で
、
１
日
当
り

の
利
用
者
数
10
万
人
以
上
の

駅
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ド

ア
等
の
転
落
防
止
策
を
ホ
ー

ム
に
応
じ
優
先
し
て
速
や
か

に
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
と

し
て
い
る
。
新
河
岸
駅
は
、

１
日
当
り
の
乗
降
人
数
が
２

万
３
５
１
４
人
で
あ
り
、
ホ

ー
ム
ド
ア
の
整
備
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

問
橋
上
化
の
事
例
と
し
て
霞

る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
国
が

示
す
技
術
指
針
な
ど
の
動
向

を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
安
全

確
保
に
配
慮
し
て
い
く
。

問
本
整
備
が
駅
東
側
の
ま
ち

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
寄
与

す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
駅
東
側
か
ら
の
駅
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
性

の
確
保
だ
け
で
な
く
、
分
断

さ
れ
た
駅
東
西
の
連
携
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
地

て
い
る
以
上
は
、
根
本
的
な

解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

討
　
論

　

今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。議

案
第
45
号

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
実

施
３
年
を
目
途
に
改
正
を
検

討
す
る
は
ず
が
、
実
施
も
さ

問
な
ぜ
公
共
下
水
道
へ
接
続

し
て
い
く
の
か
。

答
菅
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
除
害
施
設
か
ら
の
放
流
水

は
、
排
水
検
査
の
一
部
の
数

値
が
高
く
、
ま
た
、
稲
作
に

適
し
た
水
温
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
で
あ
る
。

問
工
事
概
要
と
工
事
費
は
？

答
公
共
下
水
道
を
約
４
２
０

メ
ー
ト
ル
延
伸
し
専
用
管
を

約
３
９
０
メ
ー
ト
ル
布
設
す

準
額
に
対
す
る
割
合
を
そ
れ

ぞ
れ
、
０
・
３
、
０
・
５
、

０
・
７
に
軽
減
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

ヶ
関
駅
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、

鉄
道
事
業
者
と
の
施
行
協
定

は
ど
の
様
な
手
続
き
で
進
め

た
の
か
。

答
霞
ヶ
関
駅
は
、
新
設
通
路

と
既
存
商
業
ビ
ル
の
接
続
部

で
多
く
の
調
整
が
必
要
と
な

っ
た
。
協
定
金
額
の
多
く
を

鉄
道
事
業
者
の
帰
属
と
な
る

橋
上
駅
舎
及
び
自
由
通
路
の

一
部
が
占
め
た
こ
と
か
ら
、

東
武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
協

議
を
踏
ま
え
、
工
事
負
担
金

と
し
て
整
理
し
た
。

問
国
で
は
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
交
通
政

策
基
本
計
画
を
定
め
、
公
共

交
通
機
関
を
世
界
標
準
に
定

め
る
と
い
う
事
だ
が
、
世
界

で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
電

気
代
の
余
計
に
か
か
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
閉
め
る
ボ
タ
ン

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
ド
ア
を
閉
め
る
ボ
タ
ン
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
計
画
す
る
に
あ

た
り
、
建
築
基
準
法
な
ど
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
に
関

す
る
基
準
に
則
し
て
、
機
種

や
機
能
の
選
定
を
行
っ
て
い

元
の
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の

魅
力
も
高
ま
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問
駅
前
広
場
に
は
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
乗
降
場
も
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
乗
入
れ
の
計
画
を

伺
う
。

答
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
入
れ

計
画
に
つ
い
て
は
、
新
河
岸

駅
周
辺
に
、
現
在
、
２
路
線

が
運
行
し
て
い
る
。
今
後
、

駅
前
広
場
の
整
備
に
合
わ
せ

て
駅
前
広
場
へ
の
乗
入
れ
を

検
討
し
て
い
く
。

れ
て
い
な
い
段
階
で
預
金
や

予
防
接
種
の
情
報
な
ど
適
用

範
囲
拡
大
の
法
案
が
提
出
さ

れ
た
。
特
定
個
人
情
報
の
取

扱
い
は
最
大
４
年
の
懲
役
な

ど
重
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
。

本
制
度
は
特
定
個
人
情
報
を

民
間
事
業
者
も
管
理
す
る
。

十
分
な
技
術
を
持
た
な
い
中

小
零
細
業
者
に
管
理
を
強
要

す
る
こ
と
は
情
報
漏
え
い
リ

ス
ク
を
格
段
に
高
め
る
。
情

報
流
出
の
社
会
的
な
損
失
は

計
り
知
れ
な
い
。
利
便
性
を

強
調
し
危
険
性
を
覆
い
隠
し

て
制
度
推
進
は
重
大
な
問
題
。

財
政
へ
の
影
響
も
大
き
く
福

祉
施
策
の
圧
迫
に
つ
な
が
る
。

る
。
工
事
費
は
、
専
用
管
布

設
が
約
５
千
万
円
、
貯
留
槽

設
置
等
が
約
１
億
２
６
０
万

円
、
公
共
下
水
道
延
伸
が
約

７
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
浄
化
槽
・
除
害
施
設
等
の

改
修
で
は
解
決
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

答
生
物
処
理
方
式
や
調
理
排

水
の
量
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、

安
定
的
な
浄
化
は
困
難
な
場

合
が
あ
る
。
河
川
放
流
を
し

に
予
防
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
進
む
こ
と
で
、
食
品
の

安
全
性
の
向
上
が
期
待
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

問
危
害
分
析
・
重
要
管
理
点

方
式
を
市
が
特
に
推
奨
し
た

い
施
設
は
ど
の
よ
う
な
施
設

か
。

答
同
一
メ
ニ
ュ
ー
を
多
数
製

造
す
る
大
量
調
理
施
設
や
、

広
域
に
流
通
さ
せ
る
食
品
の

製
造
業
を
中
心
に
推
奨
し
て

い
き
た
い
。

問
食
品
衛
生
責
任
者
の
役
割

に
変
化
は
あ
る
の
か
。

答
危
害
分
析
・
重
要
管
理
点

方
式
を
導
入
し
た
場
合
の
具

体
的
な
役
割
と
し
て
は
、
危

害
分
析
・
重
要
管
理
点
方
式

の
計
画
の
作
成
、
従
事
者
へ

の
教
育
訓
練
、
検
証
を
実
施

す
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問
条
例
改
正
を
ど
の
よ
う
に

業
を
見
合
わ
せ
た
影
響
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市

の
行
事
等
の
際
に
、
騒
音
、

振
動
、
粉
塵
を
考
慮
し
、
開

庁
時
の
作
業
を
一
部
見
合
わ

せ
た
こ
と
も
工
程
に
遅
れ
が

の
実
績
や
、
「
居
な
が
ら
工

法
」
と
し
て
の
工
事
の
進
捗

状
況
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で

算
定
し
て
い
る
た
め
、
特
段

の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、

今
後
更
に
工
期
が
延
び
る
こ

と
は
無
い
と
考
え
る
。

岸
ら
し
さ
の
反
映
は
。

答
新
河
岸
川
の
舟
運
の
面
影

を
残
す
元
舟
問
屋
な
ど
の
縦

格
子
の
要
素
を
外
観
デ
ザ
イ

ン
に
反
映
さ
せ
、
施
設
内
の

壁
面
や
空
間
を
有
効
に
活
用

し
、
新
河
岸
ら
し
さ
を
取
り

入
れ
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

い
く
。

問
工
事
期
間
中
の
利
用
者
の

影
響
の
対
処
策
を
伺
う
。

答
鉄
道
輸
送
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
、
駅
利
用
者
だ
け

で
な
く
、
近
隣
へ
も
十
分
に

配
慮
し
た
安
全
管
理
と
工
程

管
理
に
努
め
、
円
滑
な
事
業

の
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

問
市
道
０
０
４
３
号
線
踏
切

と
地
下
道
の
今
後
の
考
え
方

お
い
て
事
業
提
案
書
を
審
査

し
て
い
き
た
い
。

問
西
口
市
有
地
に
対
す
る
導

入
機
能
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
と
し
て
は
、
多
様
な
機

能
の
集
積
に
よ
る
新
た
な
拠

点
を
形
成
し
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

導
入
機
能
は
、
行
政
機
能
、

民
間
機
能
、
安
全
と
潤
い
の

機
能
、
自
転
車
駐
車
機
能
、

バ
ス
等
発
着
機
能
の
５
つ
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

周
知
す
る
の
か
。

答
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
監

視
指
導
や
更
新
時
の
説
明
会
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
営
業

者
に
対
し
、
改
正
内
容
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

議
案
第
47
号

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】

議
案
第
49
号

川
越
駅
西
口
市
有
地
利
活
用
事
業
者
選
定
委
員
会
条
例

【
民
主
党
】

議
案
第
50
号

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

【
公
明
党
】

議
案
第
53
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
51
号

新
河
岸
駅
自
由
通
路
整
備
工
事
に
関
す
る
協
定

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
民
主
党
】

【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】

　多くの人が訪れる観光場所の一つ
である菓子屋横丁の復興を願い、川
越市議会は、市が行う支援策に協力
していくとともに、市民及び観光客
等の生命・財産・安全を守るため、
より一層の防災対策を講じることを
強く求めるなど、最大限の支援を行
うことを決意する。
　平成２７年６月３０日
� 川越市議会

菓子屋横丁の復興に関する決議


